
异体字の昿埜
いたいじのこうや

㐧二夜 「?」字攷

安岡孝一
• 1938年 9月 29日
国語協会が、名のつけ方委員会を発足

• 1940年 12月 15日
国語協会が「標準名づけ讀本」を発表

• 1946年 11月 16日
内閣が「当用漢字表」1850字を告示

• 1948年 1月 1日
戸籍法改正、子供の名づけに使える漢字が「当用漢字表」1850字に制限

• 1949年 4月 28日
内閣が「当用漢字字体表」1850字を告示

• 1949年 6月 29日
法務省が、子供の名づけに「当用漢字表」と「当用漢字字体表」の両方を認める通達

• 1951年 3月 30日
衆議院が、戸籍法第 50条の改正を可決

• 1951年 5月 14日
国語審議会が「人名漢字に関する建議」を発表

• 1951年 5月 25日
内閣が「人名用漢字別表」92字を告示

• 1957年 2月 22日
琉球政府が「人名用漢字表」92字を公示

• 1972年 5月 15日
沖縄が本土復帰

USTREAM録画: http://www.ustream.tv/recorded/17429998



図 1: 第 1回国語運動懇談会での宮田幸一の意見 (1938年 7月 11日)
[國語運動, 第 2 卷, 第 9 号 (1938 年 9 月), pp.669-676.]



図 2: 標準名づけ文字 500字
[標準名づけ讀本, 婦女界社 (1940 年 12 月 15 日).]



図 3: 氏名等を平易にする法律試案
[常用漢字に関する主査委員会 (1946 年 10 月 1 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 4: 当用漢字表 (官報告示)
[官報, 号外 (1946 年 11 月 16 日), pp.1-2.]



図 5: 戸籍法改正案 (1947年 1月 15日版)
[戸籍, 第 455 号 (1982 年 9 月), pp.34-58.]



図 6: 戸籍法 (1948年 1月 1日改正)
[官報, 号外 (1947 年 12 月 22 日), pp.1-6.]



図 7: 戸籍法施行規則 (1948年 1月 1日施行)
[官報, 号外 (1947 年 12 月 29 日) 四, pp.1-25.]



図 8: 川端佳夫 vs天野貞祐文部大臣 (衆議院予算委員会)
[第 10 回国会衆議院予算委員会議録第 8 号 (1951年 2 月 6 日).]



図 9: 戸籍法第 50条改正 (衆議院, 1951年 3月 30日)
[第 10 回国会衆議院会議録第 28 号, 官報, 号外 (1951 年 3 月 31 日), pp.557-587.]



図 10: 宮沢俊義 (国語審議会副会長)の反論
[毎日新聞 (東京), 第 26896 号 (1951 年 4 月 19 日), p.2.]



図 11: 人名用漢字原案 (国語審議会発表)
[人名漢字に関する建議, 国語審議会 (1951 年 5 月 14 日).]



図 12: 人名用漢字別表 (官報告示)
[官報, 第 7310 号 (1951 年 5 月 25 日), p.402.]



図 13: 戸籍法第 50条改正廃案 (衆議院, 1951年 6月 5日)
[西日本新聞, 第 36963 号 (1986 年 5 月 14 日), 朝刊 p.5.]



図 14: 沖縄における戸籍再製 (久貝良順の回想)
[民事月報, Vol.27, No.7 (1972 年 7 月), pp.13-33.]



図 15: 琉球政府の人名用漢字表
[琉球政府公報, 㐧16 号 (1957 年 2 月 22 日), p.2.]


